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High-frequency fluctuation measurements by using a reflectometer 
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	 タンデムミラー型装置 GAMMA 10のセント
ラル部両端には、極小磁場配位を有するアンカ

ー部が設置され、プラズマを MHD 的に安定化
させている。主プラズマの生成・加熱にはイオ

ンサイクロトロン周波数帯（ICRF）の高周波波
動が用いられている。通常の配位では、アンカ

ー部に共鳴層を持つ 9.9/10.3 MHzとセントラル
部に共鳴層を持つ 6.36 MHz が、それぞれセン
トラル部に設置されている Nagoya Type-III ア
ンテナと Double Half Turnアンテナを用いて励
起されている。近年は、西側エンド部で行なわ

れているダイバータ模擬実験のための端損失

プラズマ制御を目的として、東西アンカー部に

３組設置されている Double Arc Typeアンテナ
を用いた追加熱実験が行なわれている。また、

複数のアンテナで同じ周波数の ICRF 波動を励
起し、アンテナ間の位相差を制御し波動を積極

的に干渉させることで加熱効果の増大を狙う

実験も行なわれている。これまでにセントラル

部に設置されたマイクロ波反射計による計測

と三次元波動伝搬解析コードの計算結果から、

アンカー部に波動が強く励起される条件で密

度が上昇することが示唆されている。一方で、

アンカー部で直接 ICRF 波動の強度や伝搬の様
子を測定した例は少なく、極小磁場配位におけ

る ICRF波動とGAMMA 10パラメータの変化と
の相関の解明には、さらに詳細な計測が必要と

されている。そこで本研究では、西側アンカー

部に設置されているマイクロ波反射計を用い

てプラズマ内部で励起や伝搬、干渉等をする

ICRF 波動の計測を行った。これまでの測定で
は反射波の強度が小さく精度が悪いことが問

題となっていたが、マイクロ波の送受信用アン

テナの配置を変更し、よりプラズマにアンテナ

を近付けたことで信号強度が大きく増加した。

これにより波動の強度や位相変調成分等を精

度よく測定することが可能になった。西側アン

カー部の２組のアンテナ（WAI/WAO-DAT）で
同一の 10.1MHzの波動を励起し、干渉させる実
験において、西側アンカー部の反射計で

10.1MHzの波動に伴う高周波揺動を計測した結
果を図１に示す。アンテナ間の位相差によって、

高周波揺動の強度が変化する様子が計測され

ている。このように、波動干渉実験において西

側アンカー部の高周波動揺が変化する様子を、

反射計を用いて初めて計測した。本講演では波

動干渉実験の詳細な計測結果や GAMMA 10パ
ラメータの変化との関係等を含め報告を行う。	

	
図１	(a)WAI/WAO-DAT アンテナへの入力電
力,(b)アンテナ間位相差が45度および135度の
ときに反射計で測定した 10.1 MHz の高周波揺
動強度	
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